
2023年度休眠預金活用事業

※本事業では実行団体と資金分配団体が協力して①～④を実施し、中長期アウトカムの実現を目指します

中長期アウトカム：居場所づくりが地域づくりの基礎をつくる取組みである、という認識が地域全体に広がっている状態

居場所のインパクト可視化を通じた
地域活性化事業

こども食堂を
はじめとする
地域の居場所

居場所と地域のエコシステムの同時強化
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地域に根付いた基金
（支援の受け皿）

インパクトを可視化する
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居場所の交流機能が
民間資金で回る
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支援の受け皿を作り、
お金やモノの寄付、協力を得る
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支援の受け皿を作り、

お金やモノの寄付、協力を得る
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居場所づくりは
地域づくりとの
理解を得る
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居場所づくりは
地域づくりとの
理解を得る
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